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1. はじめに 

融雪水は気候変化や気象状況による影響を敏感

に受けるため，近年の気候変動による降水形態およ

び融雪過程の変化に伴う水文循環や水資源への影

響が懸念されている．気候変動により融雪時期のピ

ークが早期化，融雪期間が短期化することで河川流

量のピーク時期が早期化することや 1)，地下水位の

ピークも早まると推定されている 2)．さらに著者ら

により富山県内の全域で降雪量・積雪深が有意な減

少傾向が示されており 3)，今後さらに進行する気候

変動により水循環系に影響があらわれると考えら

れる．富山県内での融雪過程を考慮した水循環モデ

ルを構築するうえで雨雪判別気温等の係数を決定

することは重要である．そこで本研究では，日降雪

量観測データと温暖化実験結果（SI-CAT）の現在気

候から融雪モデルにおける雨雪判別気温を面的に

推定することを目的とした． 

2. 使用データ 

本研究では，富山県から提供された 1973～2015 年

の県内 39 観測所における日降雪量の観測資料を使

用した 4)．図-1 に全 39 観測所の位置図を示す．北

アルプスの高度山岳域を除けば概ね均一的に地理

分布したデータを利用した．さらに雨雪判別気温を

推定する際に SI-CAT（現在気候（1981 年 1 月 1 日

～2000 年 12 月 31 日））データの日平均気温と日平

均降水量を使用した．また本研究においては観測資

料の欠損や降雪時期を考慮し 12 月 1 日から 3 月 31

日までの期間(以降，冬期期間)で推定を行った．冬期

期間を 1 つのシーズンとした時，1982 年から 2000

年までの 19 年間で分析を行った．SI-CAT データに

おける空間分解能は 1 km となっている．そのため

観測所が位置する座標が内包するメッシュと観測

所のデータを比較した． 

3. 推定手法 

それぞれの観測所において冬期期間ごとに降雪

日数を数えたものを観測降雪日数とする．また SI-

CAT データにおいては，日平均気温と日平均降水量

から任意の気温 T ℃ を閾値とし，降水が雨ないし

雪となるかを判別した．閾値に関しては-2～4 ℃ に

おいて 0.5 ℃ 間隔で設定した．本稿においては，こ

の推定された降雪日数を推定降雪日数とする．冬期

期間ごとに観測降雪日数と推定降雪日数の相関を

とり，相関係数が最も 1.0 に近い値を示した気温を

雨雪判別気温とした． 

4. 推定結果 

図-2 に 39 観測所で推定された雨雪判別気温を示

す．また kriging 法を用いて内挿補間を行ったものを

コンター図として重ね合わせた．図-2 より標高が高

い地域で雨雪判別気温が高く，標高が低い地域にお

いては雨雪判別気温が低い値を示す傾向にある． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 39 観測所の位置図 

 

図-2 39 観測所ごとに推定した雨雪判別気温 
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ここで図-3 に 39 観測所における標高と推定された

雨雪判別気温を散布図に描いた．図-3 より以下の回

帰式（1）を得た．直線回帰で雨雪判別気温を推定し

た場合，過大過ぎる結果となったため指数回帰を利

用した． 

 
xeY 3197.0305.60  ................................. (1) 

ここに Y:標高(m)，x:雨雪判別気温(℃)とする．この

回帰式に標高を与えることで，富山県内全域の雨雪

判別気温を推定する．図-4 に回帰式(1)より富山県

内の雨雪判別気温を面的に推定した結果を示す．39

観測所において推定された雨雪判別気温から描い

た図-2 と回帰式より面的に雨雪判別気温を推定し

た図-4 を比較すると標高の高い地域で雨雪判別気

温が大きな値を示しており，定性的に表現できてい

る．しかし，標高が 10 m 未満の低い地域では雨雪

判別気温が-10 ℃ 未満となっており一般に言われ

ている雨雪判別気温（2~3 ℃）と比較すると、かな

り過少となっている．一方，標高が高い地域につい

ては雨雪判別気温が 10 ℃ を超える地域が確認で

きる．多雪地域である北陸地方では 0 ℃ を超える

気温でも頻繁に降雪現象が確認されることで有名

であるが，指数回帰式により得られた雨雪判別気温

はかなり過大であった．しかし湿度次第では，こう

した現象が起こり得ると言われている． 

5. まとめ 

本研究では 39 観測所における降雪量観測データ

の観測降雪日数と SI-CAT データの日平均気温と日

平均降水量より推定した推定降雪日数から雨雪判

別気温を推定した．さらに 39 観測所の標高と雨雪

判別気温から回帰式を求め，標高から富山県内にお

ける雨雪判別気温を面的に推定することを試みた．

39 観測所の標高と雨雪判別気温から得られた回帰

式を用いて，面的に雨雪判別気温を推定したが，高

標高では過大，低標高では過小な値を示す結果とな

った．本稿において指数関数による回帰式から雨雪

判別気温を推定したことが，高標高・低標高での過

大な結果を示したと考えられる．さらに高次元な回

帰式にすることでより精度の良い雨雪判別気温が

得られるであろう． 
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図-3 39 観測所における標高と雨雪判別気温

の比較 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 回帰式によって得られた雨雪判別気温の分布 
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